
J
画
デ
ュ
ー
イ
に
お
け
る
「
批
判
的
思
考
」
の
概
念

　
　
　
1
、
、
葭
○
幸
寿
弓
巨
芽
、
、
を
中
心
に
ー

樋
　
口
　
直
宏

は

じ
め
に

　
批
判
的
思
考
（
O
『
匡
8
二
巨
芽
一
罵
）
の
教
育
は
、
ア
メ
リ
カ
を

中
心
に
初
等
教
育
か
ら
高
等
教
育
の
各
段
階
に
お
い
て
、
今
日
幅

広
く
行
わ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
い
わ
ゆ
る
「
生
き

る
力
」
の
一
つ
と
し
て
、
自
分
で
課
題
を
見
つ
け
問
題
を
解
決
す

る
と
い
っ
た
自
ら
考
え
る
力
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
問
題
点
を
見

出
し
た
り
、
自
分
の
考
え
を
根
拠
を
も
と
に
吟
味
し
な
が
ら
論
理

的
に
主
張
す
る
批
判
的
思
考
の
重
要
性
は
、
今
後
ま
す
ま
す
増
大

し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
批
判
的
恩
考
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ

で
そ
の
概
念
が
定
着
し
た
の
は
一
九
四
〇
年
代
以
降
の
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
、
O
津
一
〇
巴
ま
ぎ
ζ
尾
の
用
語
自
体
は
そ
れ
以
前
も

使
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
時
に
教
育
目
標
あ
る
い
は
思
考
の
研
究

に
お
い
て
、
特
定
の
概
念
を
説
明
す
る
役
割
を
担
っ
て
き
た
。
そ

の
中
で
も
、
二
〇
世
紀
初
期
の
ア
メ
リ
カ
哲
学
界
お
よ
び
教
育
界

の
代
表
的
研
究
者
で
あ
っ
た
デ
ュ
ー
イ
（
μ
．
忌
峯
黛
）
が
批
判
的

思
考
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
、
批
判
的
思
考
の
研
究
に
お
い
て

注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
－
。

　
デ
ュ
ー
イ
の
思
考
に
関
す
る
著
作
と
し
て
は
、
、
、
雰
幸
急
↓
巨
津
、
、

が
有
名
で
あ
る
。
こ
の
研
究
に
お
い
て
デ
ュ
ー
イ
は
、
反
省
的
思

考
．
（
鳥
宗
o
芽
黒
圧
芽
一
握
）
と
い
う
概
念
を
提
示
し
て
、
恩
考
の

過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
反
省
的
思
考
お
よ
び
そ
の
過
程
と

し
て
示
さ
れ
た
五
段
階
（
局
面
）
論
が
、
教
育
研
究
の
理
論
的
基

盤
と
し
て
わ
が
国
に
お
い
て
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
は
、
言
う

ま
で
も
な
い
。
だ
が
、
、
葭
○
奏
壽
弓
巨
穿
、
、
に
お
い
て
は
、
反
省
的

思
考
と
は
別
に
、
若
干
で
は
あ
る
が
批
判
的
思
考
あ
る
い
は
そ
れ

に
関
連
す
る
用
語
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
、
．
饒
○
奉
壽

↓
圧
芽
、
、
は
一
九
一
〇
年
に
出
さ
れ
た
初
版
と
一
九
三
三
年
に
出
さ
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れ
た
改
訂
版
と
が
あ
る
が
、
批
判
的
思
考
は
一
九
一
〇
年
版
に
お

い
て
多
く
用
い
ら
れ
、
一
九
三
三
年
版
で
は
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ

な
く
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
デ
ュ
ー
イ
に
お
い
て
批
判
的
思
考
が
ど

の
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
、
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ

る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
特
に
、
H
デ
ュ
ー
－

イ
の
思
考
研
究
お
よ
び
反
省
的
思
考
と
の
関
係
に
お
い
て
、
批
判

的
思
考
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
く
の
か
、
お
よ
び
、
o
．
、
串
○
峯
寿

弓
圧
鼻
，
、
の
一
九
一
〇
年
版
か
ら
一
九
三
三
年
版
へ
の
改
訂
に
際
し

て
、
批
判
的
思
考
の
概
念
に
ど
の
よ
う
な
変
容
が
見
ら
れ
る
の
か

と
い
う
二
点
を
中
心
に
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
そ
の
後

の
批
判
的
思
考
研
究
に
、
デ
ュ
ー
イ
の
概
念
が
ど
の
よ
う
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
か
を
考
え
る
手
が
か
り
と
し
た
い
。

　
こ
の
目
的
の
た
め
に
、
本
研
究
で
は
次
の
方
法
を
用
い
る
。
ま

ず
、
検
討
に
あ
た
っ
て
は
デ
ュ
…
イ
の
諸
著
作
の
う
ち
、
、
籟
O
峯
寿

↓
巨
寿
、
、
の
一
九
一
〇
年
版
お
よ
び
一
九
三
三
年
版
の
二
冊
を
直
接

の
対
象
と
す
る
。
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
は
、
一
九
一
〇
年
版
に
つ

い
て
は
o
○
旨
射
杜
に
お
い
て
一
九
九
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
、

ま
た
一
九
三
三
年
版
に
つ
い
て
は
、
、
旨
巨
o
①
峯
昌
H
ぼ
冒
叶
實

き
穿
9
岩
緕
－
H
①
艶
、
，
一
ω
○
暮
ぼ
昌
昌
9
一
ω
旨
一
＜
①
邑
q
呼
霧
ω

発
行
）
の
第
八
巻
で
あ
る
－
。
そ
の
他
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
批

判
的
思
考
に
関
連
す
る
部
分
の
み
を
必
要
に
応
じ
て
取
り
上
げ
る
。

ま
た
、
、
、
串
○
幸
寿
↓
巨
津
、
、
の
一
九
三
三
年
版
に
つ
い
て
は
翻
訳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
）

書
が
あ
る
の
で
、
他
の
参
考
文
献
と
と
も
に
適
宜
参
照
す
る
－
。

具
体
的
な
検
討
の
手
続
き
と
し
て
は
、
は
じ
め
に
、
、
戊
○
峯
オ
①

弓
巨
芽
，
，
の
一
九
一
〇
年
版
お
よ
び
一
九
三
一
二
年
版
の
構
成
を
比
較

し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
か
を
検
討
す
る
。
そ
の
上

で
、
批
判
的
思
考
お
よ
び
そ
れ
に
関
す
る
用
語
が
ど
こ
で
用
い
ら

れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
次
に
、
指
摘
し
た
そ
れ
ぞ
れ

の
批
判
的
思
考
に
関
す
る
記
述
を
解
釈
し
な
が
ら
、
デ
ュ
ー
イ
の

言
う
批
判
的
思
考
の
意
味
お
よ
び
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
明
ら
か
に

す
る
。
さ
ら
に
、
批
判
的
思
考
の
概
念
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て

い
っ
た
の
か
お
よ
び
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
、
．
饒
O
幸
奉
↓
蟹
宍
、
、

以
後
の
研
究
も
含
め
て
考
察
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
デ
ュ
ー
イ

以
後
の
批
判
的
思
考
研
究
に
お
け
る
概
念
と
比
較
し
な
が
ら
、
デ

ュ
ー
イ
に
お
け
る
批
判
的
思
考
の
概
念
の
特
徴
を
ま
と
め
た
い
。

二
　
、
、
工
◎
ξ
ミ
⑮
皇
一
呉
、
凹
に
お
け
る
批
判
的
思
考
の
記
述

（
一
）
一
九
一
〇
年
版
お
よ
び
一
九
三
三
年
版
の
構
成

　
一
九
三
三
年
版
、
、
饒
◎
事
奉
弓
区
津
、
．
の
「
新
版
へ
の
序
」
の
冒

頭
に
お
い
て
、
デ
ュ
ー
イ
は
「
あ
る
テ
キ
ス
ト
が
『
改
訂
』
さ
れ
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る
と
い
う
こ
と
は
、
わ
ず
か
を
言
語
上
の
修
正
か
、
あ
る
い
は
広

範
囲
な
書
き
換
え
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
発
表
さ
れ
た

、
、
饒
○
奏
寿
H
巨
宗
，
、
の
新
版
は
、
後
者
の
種
類
の
改
訂
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
そ
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
、
、
．
饒
○
峯
オ
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幻

↓
巨
艮
、
，
の
『
再
述
』
で
あ
る
。
」
－
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
言
葉
か

ら
わ
か
る
よ
う
に
、
デ
ュ
ー
イ
に
と
っ
て
一
九
一
〇
年
版
か
ら
一

九
三
三
年
版
へ
の
書
き
換
え
は
、
内
容
的
に
広
範
囲
な
書
き
換
え

と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
。
実
際
に
、
一
九
一
〇
年
版
と
一
九
三
三

年
版
と
の
間
に
お
い
て
は
、
新
た
な
章
を
追
加
し
た
り
、
章
の
順

序
を
入
れ
替
え
た
り
、
さ
ら
に
は
各
節
に
お
け
る
項
を
明
確
に
記

述
す
る
な
ど
の
点
で
違
い
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
両
版
の
比
較
に
っ

い
て
は
、
デ
ュ
ー
イ
の
著
作
集
で
あ
る
、
、
』
O
げ
■
O
①
奉
昌
弓
亭

5
叶
雪
事
県
9
H
竃
甲
岩
艶
、
、
の
第
八
巻
に
お
い
て
、
一
九
三
三
年

版
、
、
饒
○
オ
事
弓
巨
津
、
，
の
収
録
と
と
も
に
、
編
集
者
で
あ
る
サ
イ

モ
ン
（
甲
句
ω
ぎ
8
一
に
よ
っ
て
そ
の
相
異
が
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
松
村
や
佐
々
木
に
よ
っ
て
同
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
〕

の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
－
。
こ
こ
で
は
、
、
、
串
○
奉
事
弓
区
穿
、
，
の

構
成
を
概
観
す
る
意
味
も
込
め
て
、
は
じ
め
に
一
九
一
〇
年
版
の

章
立
て
を
示
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
一
九
三
三
年
版
で
は
ど
の
よ
う

に
改
訂
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
一
九
一
〇
年
版
の
、
、
饒
O
峯
事
↓
巨
蒔
、
，
は
、
三
部
一
六
章
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
部
は
「
思
考
訓
練
の
間
題
」
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
、
「
第
一
章
　
思
考
一
｝
O
馬
津
）
と
は
何
か
」
、
「
第
二

章
　
思
考
訓
練
の
必
要
性
」
、
「
第
三
章
　
思
考
訓
練
の
素
地
」
、

「
第
四
章
学
校
の
条
件
と
思
考
の
訓
練
」
、
「
第
五
章
精
神
訓
練

の
手
段
と
目
的
…
心
理
学
的
お
よ
び
論
理
学
的
な
も
の
」
に
つ
い

て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
第
二
部
は
「
論
理
的
考
察
」
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
「
第
六
章
　
恩
考
の
完
全
な
活
動
の
分
析
」
、
「
第
七
章
　
組

織
的
推
理
…
帰
納
と
演
緯
」
、
「
第
八
章
　
判
断
…
事
実
の
解
釈
」
、

「
第
九
章
　
意
味
…
あ
る
い
は
概
念
と
理
解
」
、
「
第
一
〇
章
　
具
体

的
、
抽
象
的
思
考
」
、
「
第
一
一
章
　
経
験
的
、
科
学
的
思
考
」
か

ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
第
三
部
は
「
思
考
の
訓
練
」
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
「
第
二
一
章
　
身
体
活
動
と
思
考
の
訓
練
」
、
「
第

二
量
早
　
言
語
と
思
考
の
訓
練
」
、
「
第
一
四
章
　
精
神
の
訓
練
に

お
け
る
観
察
と
情
報
」
、
「
第
一
五
章
　
復
習
と
思
考
の
訓
練
」
、

「
第
ニ
ハ
章
　
い
く
つ
か
の
一
般
的
結
論
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

　
一
方
、
一
九
三
三
年
版
に
お
い
て
は
同
じ
く
三
部
か
ら
成
る
が
、

章
に
つ
い
て
は
三
章
増
え
て
一
九
章
で
あ
る
。
そ
の
違
い
を
順
に

述
べ
る
と
、
ま
ず
第
五
章
が
第
二
部
に
回
さ
れ
、
「
反
省
的
活
動
の

過
程
と
所
産
…
心
理
学
的
過
程
と
論
理
学
的
形
式
」
と
書
き
改
め

ら
れ
て
い
る
。
次
に
、
一
九
一
〇
年
版
の
第
六
章
は
ほ
ぼ
全
面
的
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に
書
き
換
え
ら
れ
て
、
「
第
六
章
　
推
理
と
検
証
の
事
例
」
お
よ
び

「
第
七
章
　
反
省
的
思
考
の
分
析
」
の
二
章
に
分
け
ら
れ
る
。
ま

た
、
一
九
一
〇
年
版
の
第
七
章
に
つ
い
て
も
、
「
第
一
一
章
　
組
織

的
方
法
…
デ
ー
タ
と
証
拠
の
制
御
」
お
よ
び
「
第
二
一
章
　
組
織

的
方
法
…
推
論
お
よ
び
概
念
の
制
御
」
と
に
分
け
ら
れ
る
と
と
も

に
、
順
序
も
変
更
さ
れ
た
。
一
九
一
〇
年
版
の
第
八
章
は
、
章
の

表
題
が
「
第
八
章
　
反
省
的
活
動
に
お
け
る
判
断
の
位
置
」
と
改

め
ら
れ
て
い
る
。
第
九
章
は
一
九
三
三
年
版
で
は
「
第
九
章
　
理

解
…
観
念
と
意
味
」
、
「
第
一
〇
章
　
理
解
…
概
念
と
定
義
」
に
分

け
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
九
一
〇
年
版
第
一
〇
章
は
、
第
三

部
第
一
五
章
で
「
具
体
か
ら
抽
象
へ
」
と
い
う
表
題
に
書
き
換
え

ら
れ
た
。
他
の
章
に
つ
い
て
は
、
章
の
番
号
が
変
わ
る
だ
け
で
、

表
題
に
つ
い
て
の
変
更
は
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
一
九
三
三
年
版
で
は
特
に
第
二
部
を
中
心
に
改

訂
が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
表
現
上
大
き
く
修
正
お
よ
び
加

筆
が
行
わ
れ
た
箇
所
を
取
り
上
げ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま

ず
第
一
部
で
は
、
一
九
三
三
年
版
第
二
章
第
二
節
「
継
続
的
な
規

制
を
必
要
と
す
る
心
的
傾
向
性
」
に
お
い
て
、
思
考
の
態
度
に
つ

い
て
加
筆
さ
れ
て
い
る
。
デ
ュ
ー
イ
に
よ
れ
ば
、
人
間
は
も
と
も

と
誤
っ
た
考
え
方
や
信
念
を
受
け
入
れ
や
す
い
傾
向
が
あ
る
の
で
、

正
し
い
思
考
の
た
め
の
訓
練
が
必
要
で
あ
る
。
一
九
三
三
年
版
で

は
、
そ
の
た
め
の
思
考
の
態
度
と
し
て
、
開
か
れ
た
精
神
（
O
肩
甲

邑
邑
＆
烏
窒
一
、
真
心
牙
ぽ
○
－
①
1
ぼ
賢
け
＆
尾
窃
）
、
責
任
の
三
つ

が
必
要
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
一
九
一
〇
年
版
第
五
章

第
一
節
「
序
…
論
理
的
一
一
〇
①
q
一
8
H
）
の
意
味
」
は
、
一
九
三
三
年
版

で
は
第
二
部
に
お
い
て
扱
わ
れ
る
と
と
も
に
、
「
第
一
節
　
形
式
的

お
よ
び
実
際
的
で
き
ご
と
と
し
て
の
思
考
」
と
し
て
新
た
に
加
筆

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
両
者
は
い
ず
れ
も
、
心
理
的
な
思
考
と
論
理

的
な
思
考
と
の
違
い
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
が
、
一
九
三
三
年

版
で
は
伝
統
的
な
三
段
論
法
を
事
例
と
し
な
が
ら
、
論
理
的
な
思

考
の
意
味
を
限
定
し
た
点
が
特
徴
で
あ
る
。

　
第
二
部
で
は
、
い
わ
ゆ
る
反
省
的
思
考
の
五
段
階
（
誓
8
ω
）
を

扱
っ
た
一
九
一
〇
年
版
第
六
章
が
大
幅
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。

考
察
の
対
象
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
三
つ
の
事
例
（
友
人
と
の

待
ち
合
わ
せ
、
船
の
舳
先
の
ポ
ー
ル
ペ
コ
ッ
プ
の
泡
）
に
つ
い
て

の
記
述
は
同
じ
だ
が
、
一
九
一
〇
年
版
で
は
す
ぐ
に
五
段
階
の
分

析
に
入
る
の
に
対
し
て
、
一
九
三
三
年
版
で
は
章
を
あ
ら
た
め
て

「
第
七
章
第
二
節
　
反
省
的
活
動
の
本
質
的
機
能
」
に
お
い
て
説
明

さ
れ
る
。
そ
こ
に
至
る
途
中
に
、
「
第
六
章
第
二
節
　
未
知
の
こ
と

に
対
す
る
推
理
」
、
「
第
三
節
　
疑
わ
し
さ
か
ら
安
定
し
た
状
況
へ

の
思
考
の
動
き
」
、
「
第
七
章
第
一
節
事
実
と
観
念
」
の
三
つ
が

挿
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
節
に
お
い
て
デ
ュ
ー
イ
は
、
推
理
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や
反
省
的
思
考
の
意
味
、
さ
ら
に
は
事
実
、
デ
ー
タ
、
暗
示
、
観

念
の
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
、
後
に
続
く
五
局
面
（
冨
轟
⑦
ω
）

を
説
明
す
る
際
の
前
提
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
一
〇
年
版
の
第
七
章
は
、
一
九
三
三
年
版
で
は
第
一
一
章

と
第
一
二
章
と
に
分
け
ら
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
特
に
帰
納
と
演
緯

に
つ
い
て
の
叙
述
が
後
退
し
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
一
九
一
〇
年
版
で
は
推
理
の
方
法
と
し
て
帰
納
と
演
緯
が

「
第
七
章
第
一
節
　
反
省
の
二
重
の
動
き
」
と
し
て
、
あ
る
い
は
帰

納
だ
け
が
「
第
二
節
　
帰
納
的
な
動
き
の
手
引
き
」
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
三
三
年
版
で
は
「
第

一
一
章
第
一
節
　
事
実
と
観
念
の
慎
重
な
検
証
と
し
て
の
方
法
」

お
よ
び
「
第
二
節
　
デ
ー
タ
の
判
断
に
お
け
る
方
法
の
重
要
性
」

に
お
い
て
、
科
学
的
方
法
の
一
部
と
し
て
帰
納
が
と
ら
え
ら
れ
る
。

演
緯
に
つ
い
て
も
、
一
九
一
〇
年
版
「
第
七
章
第
四
節
　
演
緯
的

な
動
き
の
手
引
き
」
に
つ
い
て
の
内
容
が
削
除
さ
れ
、
一
九
三
三

年
版
で
は
「
第
二
一
章
第
一
節
　
科
学
的
概
念
の
価
値
」
に
お
い

て
演
緯
は
概
念
の
体
系
化
と
い
う
形
で
書
き
改
め
て
い
る
。

　
第
二
部
で
は
こ
の
他
に
、
一
九
三
三
年
版
第
九
章
第
三
節
「
事

物
が
意
味
を
得
て
い
く
過
程
」
に
お
い
て
、
意
味
と
文
脈
の
関
係

に
つ
い
て
の
記
述
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　
第
三
部
は
一
九
一
〇
年
版
と
一
九
三
三
年
版
と
で
そ
れ
ほ
ど
違

い
は
な
い
。
唯
一
大
き
く
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
一
九
一

〇
年
版
の
「
第
一
五
章
第
一
節
　
教
授
の
形
式
的
段
階
」
が
、
一

九
三
三
年
版
で
は
「
第
一
八
章
第
一
節
　
復
習
に
つ
い
て
の
誤
っ

た
観
念
」
、
「
第
二
節
　
復
習
の
機
能
」
、
「
第
三
節
　
復
習
の
行
為
」

と
な
っ
た
点
で
あ
る
。
特
に
、
一
九
一
〇
年
版
で
述
べ
ら
れ
て
い

た
ヘ
ル
バ
ル
ト
一
派
一
の
五
段
階
教
授
法
に
つ
い
て
の
検
討
が
な

く
な
っ
て
い
る
点
は
特
徴
的
で
あ
る
。

一
二
）
批
判
的
思
考
の
記
述
箇
所

　
二
つ
の
、
、
饒
O
オ
寿
弓
巨
津
、
、
に
お
い
て
、
批
判
的
思
考
お
よ
び

そ
れ
に
関
連
す
る
語
は
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

管
見
に
よ
れ
ば
、
冒
氏
8
；
圧
寿
一
掃
と
い
う
語
は
一
九
一
〇
年

版
に
二
か
所
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
竃
氏
s
一
に
関
連
す
る
語
も
含

め
る
と
、
一
九
一
〇
年
版
に
七
か
所
と
一
九
三
三
年
版
に
一
か
所

の
計
八
か
所
あ
る
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ

て
い
る
か
に
っ
い
て
、
順
に
示
す
こ
と
に
す
る
（
引
用
ぺ
ー
ジ
は

筆
者
の
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
。
）
。

〈
一
九
一
〇
年
版
〉

①
第
一
章
　
思
考
と
は
何
か
　
第
四
節
　
要
約
一
二
二
頁
一

　
「
も
し
、
思
い
浮
か
ん
だ
暗
示
が
す
ぐ
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
で
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あ
れ
ば
、
我
々
は
最
低
限
の
反
省
で
あ
る
無
批
判
的
思
考

（
冒
O
『
ま
O
巴
庄
ぎ
区
鍔
）
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
も
の
ご
と

を
熟
慮
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
反
省
す
る
こ
と
は
、
さ
ら
な
る
証

拠
や
新
し
い
デ
ー
タ
を
捜
す
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ

は
暗
示
を
発
展
さ
せ
、
ま
た
我
々
の
言
う
証
明
も
し
く
は
不
条
理

や
関
連
の
な
さ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
」

②
第
三
章
　
思
考
訓
練
の
素
地
　
前
書
き
一
二
九
頁
一

　
「
前
章
に
お
い
て
我
々
は
、
訓
練
を
通
し
て
、
推
理
に
関
す
る
生

ま
れ
っ
き
の
能
力
を
、
批
判
的
吟
味
一
〇
津
庁
邑
①
鴬
邑
竃
叶
一
竃
）
お

よ
び
探
究
す
る
習
慣
へ
と
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
考
察

し
た
。
」

が
必
要
で
あ
る
。
大
部
分
に
お
い
て
、
こ
の
段
階
の
有
無
が
、
適

切
な
反
省
も
し
く
は
保
護
さ
れ
た
（
ω
昆
鍔
轟
a
＆
一
批
判
的
推
理

一
〇
ユ
饒
s
二
監
賢
竃
o
①
）
と
、
制
御
さ
れ
て
い
な
い
思
考

一
§
8
鼻
邑
一
＆
庄
庁
江
握
一
と
の
問
の
違
い
を
作
る
の
で
あ
る
。
」

④
第
六
章
　
思
考
の
完
全
な
活
動
の
分
析
一
七
四
頁
一

　
「
批
判
的
思
考
一
〇
津
一
8
二
巨
芽
一
握
）
の
本
質
は
、
留
保
さ
れ
た

判
断
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
留
保
の
本
質
は
、
そ
の
解
決
へ
の
試

み
を
進
め
る
前
に
、
問
題
の
性
質
を
決
定
す
る
た
め
の
探
究
で
あ

る
。
こ
れ
は
他
の
こ
と
以
上
に
、
単
な
る
推
理
を
検
証
さ
れ
た

（
冨
津
＆
）
推
理
に
、
暗
示
さ
れ
た
結
論
を
証
明
（
肩
◎
○
｛
）
へ
と
変

形
し
て
い
く
。
」
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③
第
六
章
　
思
考
の
完
全
な
活
動
の
分
析
一
七
三
－
七
四
頁
一

　
「
新
し
い
も
の
や
異
常
な
困
難
に
ぶ
つ
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
、

し
か
し
な
が
ら
そ
の
困
難
は
、
第
一
に
シ
ョ
ッ
ク
と
し
て
、
感
情

的
な
動
揺
と
し
て
、
あ
る
い
は
予
測
で
き
な
い
、
不
思
議
な
、
奇

妙
な
、
お
か
し
な
（
皆
竃
＜
一
、
当
惑
し
た
、
多
か
れ
少
な
か
れ
あ

い
ま
い
な
感
情
と
し
て
現
れ
が
ち
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、

何
が
ト
ラ
ブ
ル
な
の
か
を
明
確
に
し
た
り
、
問
題
の
固
有
な
特
徴

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
熟
慮
し
て
判
断
さ
れ
る
よ
う
な
観
察

⑤
第
七
章
　
組
織
的
推
理
…
帰
納
と
演
緯
　
第
一
節
　
反
省
の
二

　
重
の
動
き
（
八
○
頁
）

　
「
し
か
し
な
が
ら
、
意
味
か
ら
、
も
し
く
は
意
味
へ
の
こ
の
二
重

の
動
き
は
、
偶
然
の
一
8
ω
§
一
）
無
批
判
的
な
や
り
方
（
冒
O
津
一
S
H

奏
嵩
一
に
お
い
て
か
、
あ
る
い
は
注
意
深
い
規
制
さ
れ
た
様
式

（
ヨ
竃
罵
『
）
に
お
い
て
お
こ
る
で
あ
ろ
う
。
」

⑥
第
七
章
　
組
織
的
推
理
…
帰
納
と
演
緯

第
一
節
反
省
の
二



　
重
の
動
き
（
八
二
頁
一

　
「
帰
納
的
な
動
き
は
、
結
合
し
て
い
る
一
9
邑
一
掲
）
原
理
の
発
見

に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
演
緯
的
な
動
き
は
、
そ
の
検
証
－
孤
立
し

て
い
る
項
目
を
、
統
一
し
た
経
験
へ
と
解
釈
す
る
能
力
を
基
盤
と

し
て
、
実
証
し
、
証
明
し
、
修
正
す
る
こ
と
－
に
向
け
ら
れ
て
い

る
。
我
々
が
こ
れ
ら
の
過
程
の
そ
れ
ぞ
れ
を
、
も
う
一
方
に
照
ら

し
て
処
理
す
る
（
8
邑
暮
け
）
隈
り
、
我
々
は
妥
当
な
発
見
あ
る
い

は
実
証
さ
れ
た
批
判
的
思
考
一
〇
津
一
8
；
巨
芽
ぎ
ぴ
q
）
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
。
」

⑦
第
八
章
　
判
断
…
事
実
の
解
釈
　
第
二
節
　
観
念
の
起
源
と
性

　
質
（
一
〇
七
－
一
〇
八
頁
）

　
「
不
明
瞭
な
状
況
に
お
け
る
何
か
が
、
そ
の
意
味
と
し
て
他
の
何

か
を
暗
示
す
る
。
も
し
、
こ
の
意
味
が
す
ぐ
に
受
け
入
れ
ら
れ
る

の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
は
反
省
的
思
考
も
真
の
一
ぴ
q
竃
巨
罵
）
判
断

も
な
い
。
思
考
は
無
批
判
的
に
一
冒
O
津
一
8
ξ
）
短
縮
さ
れ
、
そ

れ
に
伴
う
あ
ら
ゆ
る
危
険
と
と
も
に
、
教
条
的
一
則
○
①
q
昌
邑
〇
一
な

信
念
が
発
生
す
る
。
」

　
「
し
か
し
な
が
ら
、
困
惑
の
状
態
や
暗
示
が
お
こ
る
た
め
の
こ
れ

ま
で
の
経
験
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
思
考
は
反
省

的
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
人
は
彼
に
お
こ
る

観
念
（
巳
8
）
に
つ
い
て
十
分
批
判
的
一
〇
『
ま
8
一
）
で
な
い
か
も
し

れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
そ
れ
が
も
と
づ
い
て
い
る
根
拠
を
よ

く
考
え
る
こ
と
な
し
に
、
結
論
に
飛
躍
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
彼

は
捜
索
や
探
究
の
行
為
を
先
走
っ
た
り
、
不
当
に
短
縮
す
る
か
も

し
れ
な
い
。
彼
は
精
神
的
な
怠
惰
、
無
気
力
、
決
定
さ
れ
た
何
か

を
得
よ
う
と
す
る
気
持
ち
の
た
め
に
、
心
に
浮
か
ん
だ
最
初
の

『
答
え
』
や
解
決
を
採
用
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
」

　
こ
の
よ
う
に
、
批
判
的
思
考
お
よ
び
関
連
す
る
用
語
は
一
九
一

〇
年
版
を
中
心
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
を
基
礎

資
料
と
し
て
、
デ
ュ
ー
イ
に
お
け
る
批
判
的
思
考
の
意
味
お
よ
び

そ
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

三

デ
ュ
ー
イ
に
お
け
る
批
判
的
思
考
の
意
味
と

そ
の
変
化
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〈
一
九
三
三
年
版
〉

⑧
第
一
章
　
思
考
と
は
何
か

第
四
節
　
要
約

（
二
…
頁
一

二
）
批
判
的
思
考
の
意
味
お
よ
び
そ
の
特
徴

　
こ
れ
ま
で
引
用
し
た
箇
所
か
ら
、
デ
ュ
ー
イ
に
お
け
る
批
判
的



思
考
の
特
徴
を
示
す
と
、
次
の
三
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
ア
）
暗
示
お
よ
び
反
省
的
思
考
と
の
関
係

　
第
一
は
、
暗
示
（
ω
馬
α
q
⑦
邑
8
）
お
よ
び
反
省
的
思
考
と
、
批
判

的
思
考
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
デ
ュ
ー
イ
に
と
っ
て
暗
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
）

と
は
、
「
何
か
を
ヒ
ョ
イ
と
思
い
つ
く
こ
と
」
－
に
例
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
デ
ュ
ー
イ
は
、
暖
か
い
日
に
道
を
歩
い
て
い
る
人

の
例
を
あ
げ
て
説
明
す
る
。
空
気
が
冷
た
く
な
っ
て
き
た
の
を
感

じ
て
空
を
見
上
げ
る
と
暗
い
雲
を
見
っ
け
、
彼
は
雨
が
降
る
こ
と

を
予
想
し
て
歩
を
早
め
る
。
「
歩
く
こ
と
は
、
活
動
の
一
つ
の
方
向

で
あ
る
。
見
る
こ
と
や
気
づ
く
こ
と
は
、
活
動
の
別
の
様
式
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
雨
が
降
る
だ
ろ
う
と
い
う
可
能
性
が
い
く

ぶ
ん
暗
示
さ
れ
る
。
」
－
こ
の
よ
う
に
、
異
な
る
様
式
か
ら
雨
が
降

る
だ
ろ
う
と
い
う
新
た
な
予
測
を
思
い
つ
く
の
が
、
こ
こ
で
い
う

暗
示
の
意
味
で
あ
る
。

　
ま
た
反
省
的
思
考
と
は
、
我
々
が
直
接
知
覚
し
た
こ
と
や
、
あ

る
い
は
心
に
浮
か
ん
だ
こ
と
を
言
う
の
で
は
な
く
、
「
あ
る
信
念
に

対
す
る
根
拠
や
基
盤
が
慎
重
に
求
め
ら
れ
、
そ
の
信
念
を
補
強
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
釧

る
た
め
の
適
切
さ
が
検
証
さ
れ
る
」
－
過
程
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
「
疑
い
、
た
め
ら
い
、
困
惑
、
心
的
困
難
の
状
態
」
か
ら
始
ま

り
、
「
疑
い
を
解
決
し
、
困
惑
を
安
定
さ
せ
処
理
す
る
よ
う
な
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
釧

を
見
出
す
た
め
の
、
調
査
、
捜
索
、
探
究
の
行
為
」
－
を
伴
う
。
デ

ュ
ー
イ
は
、
我
々
の
頭
を
よ
ぎ
る
こ
と
す
べ
て
を
思
考
と
と
ら
え

る
一
方
で
、
根
拠
に
も
と
づ
く
探
究
と
い
う
意
味
で
反
省
的
思
考

を
限
定
し
て
定
義
し
た
の
で
あ
る
。

　
暗
示
と
反
省
的
思
考
と
の
間
に
は
、
必
然
的
関
係
は
な
い
。
デ

ュ
ー
イ
は
、
同
じ
雲
を
見
た
人
が
人
閻
の
姿
や
顔
を
思
い
浮
か
べ

る
場
合
を
例
に
あ
げ
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
我
々
は
、

雲
に
よ
っ
て
暗
示
さ
れ
る
顔
の
こ
と
を
信
じ
な
い
。
す
な
わ
ち
、

我
々
は
そ
れ
が
事
実
で
あ
る
可
能
性
を
ま
っ
た
く
考
え
な
い
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ

こ
に
は
反
省
的
思
考
は
な
い
。
、
雲
か
ら
人
間
の
姿
や
顔
を
思
い

浮
か
べ
る
の
は
、
デ
ュ
ー
イ
の
言
う
空
想
（
敏
g
＜
）
で
あ
り
反
省

的
思
考
で
は
な
い
が
、
そ
こ
に
も
暗
示
は
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
暗

示
が
お
こ
る
と
必
ず
反
省
的
思
考
が
行
わ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
こ
れ
ら
の
暗
示
お
よ
び
反
省
的
思
考
と
の
関
係
に
お
い

て
、
批
判
的
思
考
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

一
つ
は
、
暗
示
を
す
ぐ
に
受
け
入
れ
た
り
、
飛
躍
し
て
結
論
を
出

さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
デ
ュ
ー
－
イ
は
、
思
い
浮
か
ん
だ
暗

示
を
す
ぐ
に
受
け
入
れ
る
こ
と
を
「
無
批
判
的
思
考
一
§
O
『
ま
O
巴

臣
芽
一
潟
）
」
α
と
呼
ぶ
と
と
も
に
、
思
考
に
よ
っ
て
暗
示
さ
れ
る
意

味
（
冒
8
邑
握
一
を
無
批
判
的
（
竃
O
『
ま
8
ξ
）
に
受
け
入
れ
る
こ
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と
が
、
教
条
的
、
ド
グ
マ
的
な
信
念
に
つ
な
が
る
危
険
性
を
指
摘

　
　
功

す
る
o
。
思
考
は
、
与
え
ら
れ
た
条
件
や
事
実
か
ら
、
確
か
め
ら

れ
て
い
な
い
他
の
こ
と
を
見
出
し
意
味
づ
け
る
と
い
う
機
能
を
持

つ
と
い
う
点
で
重
要
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
際
、
過
去
の
経
験
や
ド

グ
マ
、
自
分
の
興
味
や
感
情
の
生
起
が
影
響
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

誤
り
を
起
こ
す
可
能
性
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
c
。
そ
こ
で
、
訓
練

を
通
し
て
批
判
的
吟
味
（
S
ま
O
巴
①
曽
邑
§
叶
一
8
）
や
探
究
の
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剣

慣
を
持
つ
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
o
。
こ
こ
で
は
批
判
的
思

考
と
い
う
語
は
直
接
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、
考
え
を
無
条
件
に
取

り
入
れ
た
り
、
思
い
つ
い
た
暗
示
を
そ
の
ま
ま
結
論
と
す
る
こ
と

が
な
い
と
い
う
点
で
、
「
批
判
的
」
と
い
う
語
の
本
来
の
意
味
が
表

れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
も
う
一
つ
は
、
批
判
的
思
考
は
反
省
的
思
考
の
条
件
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
暗
示
を
す
ぐ
に
受
け
入
れ

る
無
批
判
的
思
考
を
、
デ
ュ
i
イ
は
「
最
低
限
の
反
省
（
艘
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翰

邑
邑
冒
員
蟹
◎
｝
①
患
a
8
一
」
と
呼
ん
で
い
る
O
。
だ
が
デ
ユ
i
イ

に
と
っ
て
、
暗
示
さ
れ
る
意
味
が
す
ぐ
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

あ
れ
ば
、
「
そ
こ
に
は
反
省
的
思
考
も
真
の
判
断
も
な
い
」
¢
の
で

あ
る
。
思
い
浮
か
ん
だ
暗
示
を
吟
味
し
、
も
っ
と
も
適
切
な
結
論

の
み
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
過
程
こ
そ
が
反
省
的
思
考
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
は
批
判
的
思
考
は
、
反
省
的
思
考
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ

る
。
ま
た
、
一
九
三
三
年
版
の
、
、
饒
O
峯
寿
H
巨
芽
、
，
に
お
い
て
は
、

暗
示
に
よ
っ
て
お
こ
る
観
念
（
己
＄
）
に
つ
い
て
十
分
批
判
的
で
な

い
時
に
は
、
困
惑
の
状
態
や
暗
示
が
お
こ
る
た
め
の
こ
れ
ま
で
の

経
験
が
あ
っ
て
も
、
思
考
は
反
省
的
で
あ
る
必
要
は
な
い
と
述
べ

　
　
　
功

て
い
る
阜
。
こ
の
よ
う
に
反
省
的
思
考
に
お
い
て
は
、
批
判
的
に

思
考
す
る
姿
勢
が
要
求
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
（
イ
）
反
省
的
思
考
の
五
段
階
論
と
批
判
的
思
考
と
の
関
係

　
第
二
の
特
徴
は
、
反
省
的
思
考
の
五
段
階
論
と
批
判
的
思
考
と

の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
一
〇
年
版
に
お
い
て
、

H
感
じ
ら
れ
た
困
難
、
o
困
難
の
位
置
と
定
義
づ
け
、
日
可
能
な

解
決
の
暗
示
、
㈲
推
論
に
よ
る
暗
示
の
態
度
の
発
達
、
固
受
け
入

れ
か
拒
絶
か
、
す
な
わ
ち
信
じ
る
か
信
じ
な
い
か
に
つ
い
て
の
結

論
を
導
く
さ
ら
な
る
観
察
と
実
験
、
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
中
で
批
判
的
恩
考
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
の
は
、
o
困
難
の
位

置
と
定
義
づ
け
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
ま
ず
、
制
御
さ
れ

て
い
な
い
思
考
と
比
較
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
批
判
的
推
理

一
〇
『
庄
8
二
監
蟹
9
8
一
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
問
題
の
固
有
な
特

徴
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
熟
慮
し
て
判
断
さ
れ
る
よ
う
な
必

　
　
　
　
割

要
な
観
察
」
O
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
困
難
を
感
じ
て
そ
れ
を

解
決
し
よ
う
と
す
る
過
程
に
お
い
て
、
何
が
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
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う
に
困
難
な
の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
批
判
的
推
理
の
本
質
で

あ
る
。

　
こ
の
こ
と
を
一
層
明
確
に
し
た
の
が
、
「
批
判
的
思
考
の
本
質

は
、
留
保
さ
れ
た
判
断
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
留
保
の
本
質
は
、

そ
の
解
決
へ
の
試
み
を
進
め
る
前
に
、
問
題
の
性
質
を
決
定
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

た
め
の
探
究
で
あ
る
。
」
α
と
い
う
定
義
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
批

判
的
思
考
が
判
断
を
留
保
す
る
こ
と
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
ま
た
、
何
が
問
題
か
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
性
質
を
持
つ
。

こ
の
よ
う
に
、
暗
示
を
す
ぐ
に
は
受
け
入
れ
な
い
と
い
う
姿
勢
と

と
も
に
、
問
題
を
明
確
に
す
る
た
め
の
判
断
の
留
保
と
い
う
特
徴

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
ウ
）
帰
納
、
演
緯
と
の
関
係

　
批
判
的
思
考
の
意
味
を
考
え
る
上
で
の
第
三
の
特
徴
と
し
て
、

帰
納
お
よ
び
演
緯
と
の
関
係
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
デ

ュ
ー
イ
は
、
推
理
（
一
民
竃
g
8
）
と
推
論
一
屋
麸
○
邑
鍔
）
と
を
区

別
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
推
理
お
よ
び
推
論

は
、
何
が
困
難
な
の
か
を
決
定
す
る
と
い
う
最
初
の
段
階
か
ら
、

仮
説
と
し
て
得
ら
れ
た
結
論
の
真
偽
を
検
証
と
す
る
と
い
う
最
後

に
至
る
ま
で
の
中
問
に
お
け
る
精
神
的
な
様
相
と
し
て
あ
る
。
そ

し
て
推
理
が
、
説
明
や
解
決
へ
の
暗
示
を
意
味
す
る
の
に
対
し
て
、

推
論
は
、
暗
示
の
態
度
お
よ
び
暗
示
さ
れ
た
も
の
の
発
展
を
意
味

　
　
Φ

す
る
臼
。
す
な
わ
ち
、
問
題
を
把
握
し
て
解
決
に
向
け
て
の
暗
示

が
生
じ
る
際
に
推
理
が
関
係
し
、
そ
れ
を
受
け
て
そ
の
暗
示
の
確

か
さ
を
検
証
す
る
こ
と
と
関
わ
る
の
が
推
論
で
あ
る
と
区
分
し
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
反
省
的
思
考
の
五
段
階
で
言
え
ば
第
三
段

階
お
よ
び
第
四
段
階
に
あ
た
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
帰
納
お
よ
び
演
緯
は
、
こ
の
推
理
お
よ
び
推
論
の
方
法
に
あ
た

る
も
の
で
あ
る
。
反
省
的
思
考
に
お
い
て
は
、
事
実
も
し
く
は
デ

ー
タ
か
ら
、
意
味
お
よ
び
観
念
を
導
き
出
す
際
、
部
分
的
あ
る
い

は
混
乱
し
た
デ
ー
タ
か
ら
暗
示
さ
れ
た
包
括
的
な
状
況
へ
の
動

き
と
、
意
味
と
し
て
暗
示
さ
れ
た
全
体
か
ら
、
さ
ら
な
る
新
し
い

事
実
と
結
び
つ
く
よ
う
な
特
定
の
事
実
へ
の
動
き
と
い
う
「
二
重

の
動
き
（
a
序
一
①
8
0
＜
⑦
S
竃
叶
一
」
が
相
互
作
用
し
て
い
る
と
デ
ュ

ー
イ
は
考
え
た
。
こ
の
前
者
が
帰
納
で
あ
り
、
後
者
が
演
緯
で
あ

る
佗
。
推
理
お
よ
び
推
論
と
関
係
さ
せ
れ
ば
、
推
理
が
帰
納
と
、

推
論
が
演
緯
と
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
推
理
と
推
論
と

を
区
分
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
思
考
過
程
を
考
え
る
上
で
も
、

ま
た
．
、
饒
O
峯
寿
↓
巨
芽
，
、
に
お
け
る
用
語
の
使
用
と
い
う
点
か
ら

も
デ
ュ
ー
イ
に
お
い
て
不
明
確
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
こ
の
対

応
は
便
宜
上
の
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
帰
納
お
よ
び
演
緯
と
の
関
係
に
お
け
る
批
判
的
思
考
の
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意
味
で
あ
る
が
、
デ
ュ
ー
イ
は
事
実
と
意
味
と
の
間
の
二
重
の
動

き
に
は
、
無
批
判
的
な
や
り
方
（
昌
O
h
氏
8
－
オ
毫
一
と
、
注
意
深

い
規
制
さ
れ
た
様
式
一
8
竃
鳥
『
）
の
二
つ
の
や
り
方
が
あ
る
と
し

て
い
る
⑫
。
逆
に
言
え
ば
、
事
実
と
意
味
と
の
間
を
思
慮
深
い
計

画
に
お
い
て
関
係
づ
け
る
こ
と
が
、
「
批
判
的
」
の
意
味
で
あ
る
と

言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
帰
納
お
よ
び
演
緯
に
限
定

し
て
、
「
我
々
が
こ
れ
ら
の
過
程
の
そ
れ
ぞ
れ
を
、
も
う
一
方
に
照

ら
し
て
処
理
す
る
（
8
邑
9
叶
）
限
り
、
我
々
は
妥
当
な
発
見
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
功

い
は
批
判
的
思
考
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
⑫
と
述
べ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
帰
納
お
よ
び
演
緯
の
両
面
を
見
す
え
た
思
考
が
批
判

的
思
考
で
あ
る
と
意
味
づ
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
判
断
の
留
保
と

は
異
な
る
、
批
判
的
思
考
の
も
う
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。

（
二
）
「
批
判
的
恩
考
」
の
使
用
上
の
変
化

　
、
、
饒
O
奏
奉
↓
巨
津
、
，
が
一
九
一
〇
年
版
と
一
九
三
三
年
版
と
の

間
に
お
い
て
、
特
定
の
部
分
を
中
心
に
改
訂
さ
れ
た
の
は
先
に
述

べ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
批
判
的
思
考
に
つ
い
て
の
記

述
も
、
一
九
三
三
年
版
で
は
一
か
所
O
『
氏
8
－
と
い
う
語
が
使
用

さ
れ
て
い
る
以
外
、
す
べ
て
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
一
九
一
〇

年
版
で
見
ら
れ
た
七
か
所
の
批
判
的
思
考
に
関
す
る
意
味
お
よ
び

表
現
は
、
一
九
三
三
年
版
で
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
で
あ

ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
あ
ら
た
め
て
二
冊
を
比
較
し
な
が
ら
、
前
節

の
三
つ
の
観
点
に
即
し
て
そ
の
内
容
を
考
察
し
た
い
。

　
ま
ず
、
第
一
の
特
徴
で
あ
る
暗
示
お
よ
び
反
省
的
思
考
と
の
関

係
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
一
九
一
〇
年
版
「
第
一
章
思
考
と
は
何

か
第
四
節
要
約
」
に
お
い
て
、
暗
示
を
す
ぐ
に
受
け
入
れ
る
こ

と
を
「
無
批
判
的
思
考
（
昌
冒
匡
O
巴
庄
巨
匡
掃
一
」
と
呼
ん
で
い

る
箇
所
が
あ
る
砕
。
こ
れ
は
一
九
三
三
年
版
に
も
同
じ
章
お
よ
び

節
が
あ
る
。
た
だ
し
そ
こ
で
は
、
根
拠
を
よ
く
考
え
る
こ
と
な
し

に
結
論
に
飛
躍
す
る
こ
と
が
、
「
十
分
批
判
的
一
暮
匡
s
－
）
で
な

い
」
¢
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
表
現
に
は
違
い
が
あ
る
。

　
ま
た
、
一
九
一
〇
年
版
「
第
三
章
思
考
訓
練
の
素
地
」
の
前
書

き
で
は
、
自
分
の
感
情
や
ド
グ
マ
に
影
響
さ
れ
な
い
と
い
う
意
味

で
「
批
判
的
吟
味
（
O
津
一
8
τ
曽
邑
§
叶
一
8
）
」
と
い
う
語
が
用
い

　
　
　
⑤

ら
れ
た
⑫
。
こ
の
部
分
も
一
九
三
三
年
版
に
同
じ
章
お
よ
び
節
が

あ
る
が
、
前
書
き
の
文
章
は
全
面
的
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。

内
容
的
に
は
、
思
考
の
訓
練
に
お
い
て
個
人
の
持
つ
生
来
の
力
を

伸
ば
す
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
た
と
い
う
点
で
、
両

者
の
間
に
大
き
な
違
い
は
な
い
が
、
一
九
三
三
年
版
で
は
「
批
判

的
吟
味
」
と
い
う
言
葉
は
消
え
、
精
神
の
教
育
に
よ
っ
て
得
ら
れ

る
価
値
（
＜
』
罵
）
お
よ
び
障
害
（
O
σ
ω
訂
巳
①
）
に
つ
い
て
の
指
摘
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
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さ
ら
に
、
一
九
一
〇
年
版
「
第
八
章
判
断
…
事
実
の
解
釈
第

二
節
観
念
の
起
源
と
性
質
」
で
は
、
暗
示
お
よ
び
意
味
を
す
ぐ
に

受
け
入
れ
る
こ
と
は
「
無
批
判
的
（
冒
O
h
匡
8
ξ
）
」
で
あ
り
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

れ
は
反
省
的
思
考
で
は
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
修
。
こ
の
部
分

は
一
九
三
三
年
版
で
は
「
第
九
章
第
一
節
暗
示
お
よ
び
推
測
と
し

て
の
観
念
」
に
お
い
て
同
様
の
記
述
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
暗
示

と
意
味
お
よ
び
観
念
、
さ
ら
に
は
判
断
（
旨
尉
蟹
竃
叶
）
と
の
関
係

が
説
明
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
デ
ュ
ー
イ
は
困
難
な
状
況
か
ら
意

味
が
暗
示
さ
れ
、
そ
れ
が
結
論
と
し
て
留
保
さ
れ
吟
味
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
観
念
が
生
じ
る
と
考
え
た
。
そ
し
て
こ
の
観
念
を
判

断
の
一
つ
の
要
因
と
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
過
程
で
の
留
保
お
よ

び
吟
味
が
判
断
に
不
可
欠
な
も
の
と
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
㈱
。

し
か
し
こ
こ
で
も
、
「
我
々
は
意
味
を
現
実
と
し
て
受
け
入
れ
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

り
も
む
し
ろ
、
そ
れ
を
可
能
性
と
し
て
留
保
す
る
時
が
あ
る
」
⑫
と

い
う
記
述
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
o
津
一
8
H
と
い
う
言
葉
で
表
し
て

は
い
な
い
。

　
次
に
、
第
二
の
特
徴
で
あ
る
反
省
的
思
考
の
五
段
階
論
と
の
関

係
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
一
九
三
三
年
版
で
は
五
局
面
（
昌
霧
①
）

と
し
て
、
H
暗
示
（
ω
鍾
霞
一
8
）
、
O
知
性
化
（
犀
邑
8
嚢
注
8
一
、

日
仮
説
（
ぎ
O
庄
色
ω
）
、
㈲
推
論
一
8
麸
◎
邑
握
一
、
田
検
証
（
叶
①
邑
握
）

の
よ
う
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
第
一
の
局
面
で
あ
る

「
暗
示
」
が
、
困
難
や
問
題
を
感
じ
る
こ
と
に
限
定
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
あ
る
行
為
を
続
け
る
う
え
で
心
に
思
い
浮
か
ぶ
こ
と
と
い

う
意
味
で
考
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
一
九
一
〇
年
版
と
は
異
な
る

点
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
中
で
、
批
判
的
思
考
と
関
わ
り
が
深
い
の

は
、
第
二
局
面
の
「
困
難
の
位
置
と
定
義
」
あ
る
い
は
「
知
性
化
」

で
あ
る
。
そ
こ
で
の
内
容
は
、
両
者
と
も
困
難
お
よ
び
間
題
点
が

は
っ
き
り
す
る
と
い
う
特
徴
を
持
つ
点
で
、
共
通
の
も
の
で
あ
る
。

だ
が
、
一
九
一
〇
年
版
は
「
批
判
的
推
理
（
O
『
ま
S
一
臣
胃
竃
8
）
」

お
よ
び
留
保
さ
れ
た
判
断
や
探
究
と
い
う
意
味
で
「
批
判
的
思
考

の
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
一
九
三
三
年
版
で
は

「
困
難
が
い
わ
ば
全
体
と
し
て
波
及
し
な
が
ら
、
状
況
全
体
を
通
し

て
広
が
っ
て
い
る
よ
う
な
、
面
倒
な
、
困
惑
し
た
、
や
っ
か
い
な

　
　
　
　
　
⑫

状
況
が
あ
る
」
臼
と
い
っ
た
類
似
の
記
述
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
を
「
批
判
的
思
考
」
と
は
呼
ん
で
い
な
い
。
こ
う
し
て
、
反

省
的
思
考
の
五
段
階
論
に
お
い
て
も
批
判
的
思
考
と
い
う
語
は
使

用
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
の
特
徴
で
あ
る
帰
納
、
演
緯
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
帰

納
お
よ
び
演
緯
と
い
う
概
念
そ
の
も
の
が
一
九
三
三
年
版
で
は
申

心
的
項
目
か
ら
は
ず
れ
て
い
る
。
一
九
一
〇
年
版
に
お
い
て
、
「
第

七
章
第
一
節
　
反
省
の
二
重
の
動
き
」
、
「
第
二
節
　
帰
納
的
な
動

き
の
手
引
き
」
お
よ
び
「
第
四
節
演
緯
的
な
動
き
の
手
引
き
」
と
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し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
帰
納
と
演
緯
が
、
一
九
三
三
年
版
で

は
第
一
一
章
お
よ
び
第
一
二
章
に
お
い
て
、
科
学
的
方
法
お
よ
び

概
念
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

こ
こ
で
言
う
科
学
的
方
法
と
は
、
経
験
的
方
法
に
対
比
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
例
え
ば
医
師
が
患
者
の
チ
フ
ス
を
診
断
す
る
際
に
性

急
な
結
論
を
下
さ
ず
に
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
や
、

得
ら
れ
た
結
論
を
他
の
事
例
に
照
ら
し
て
適
合
す
る
か
を
検
証
す

る
こ
と
が
こ
れ
に
あ
た
る
⇔
。
こ
の
前
者
は
帰
納
で
あ
り
、
後
者

は
演
緯
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
帰
納
お
よ
び
演
緯
の
両
面
を
見
す

え
た
思
考
と
い
う
特
徴
を
持
っ
た
「
批
判
的
思
考
（
冒
ま
8
一

艘
ぎ
ζ
握
一
」
の
用
語
は
、
「
無
批
判
的
な
や
り
方
（
昌
冒
旨
8
－

峯
黛
）
」
と
い
う
表
現
と
と
も
に
一
九
三
三
年
版
で
は
書
か
れ
て
い

な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
一
九
一
〇
年
版
に
お
い
て
は
何
度
か
使
用
さ
れ
、

一
定
の
意
味
も
付
与
さ
れ
て
い
た
批
判
的
思
考
に
関
す
る
用
語
は
、

一
九
三
三
年
版
で
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

特
に
、
内
容
的
に
は
両
者
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
っ
て
も
、

批
判
的
思
考
が
用
語
と
し
て
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
は
、
そ
こ

に
デ
ュ
ー
イ
の
何
ら
か
の
意
図
が
働
い
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
点
に
関
し
て
、
佐
々
木
は
質
的
思
考
理
論
の
観
点
か
ら
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
も
し
私
の
仮
説
が
正
し
け
れ
ば
、
一
九
一
〇
年
版
に
は
、
質
的

思
考
理
論
と
呼
べ
る
も
の
は
登
場
せ
ず
、
一
九
三
三
年
版
に
は
そ

れ
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
、
と
思
う
の
で
あ
る
。

（
申
略
）
私
の
推
測
で
は
、
こ
の
書
物
は
思
考
の
プ
ロ
セ
ス
を
真
正

面
か
ら
取
り
あ
げ
て
論
じ
た
書
物
で
あ
る
か
ら
、
思
考
理
論
を
質

的
思
考
理
論
に
発
展
さ
せ
た
後
で
は
、
デ
ュ
ー
イ
は
ど
う
し
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勃

書
き
換
え
て
み
た
か
っ
た
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
」
臼

　
す
な
わ
ち
、
佐
々
木
に
よ
れ
ば
デ
ュ
i
イ
の
思
考
理
論
の
特
徴

は
、
「
『
質
』
が
あ
た
か
も
キ
ャ
ン
バ
ス
一
杯
に
広
が
っ
て
き
て
場

面
を
染
め
、
こ
れ
に
統
一
感
を
も
た
ら
す
」
㈱
と
い
っ
た
質
的
思
考

に
あ
る
。
そ
し
て
、
、
饒
O
幸
寿
↓
巨
寿
，
、
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
一

九
三
三
年
版
の
改
訂
に
よ
っ
て
明
確
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
㈱
。

　
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
批
判
的
思
考
が
用
語
と
し
て
使
用
さ
れ
な

く
な
っ
た
の
は
、
質
的
思
考
理
論
の
登
場
に
影
響
を
受
け
た
た
め

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
十
分
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
状
況
の
質

と
い
う
考
え
方
に
お
い
て
は
、
「
批
判
的
」
と
い
う
意
味
を
、
暗
示

を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
な
か
っ
た
り
、
判
断
を
留
保
す
る
と
い
う

意
味
で
用
い
る
の
が
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
す
る
考
え
が
そ
の
一
つ

で
あ
る
。
ま
た
、
反
省
的
思
考
と
批
判
的
思
考
と
を
区
別
し
な
い

方
が
よ
い
と
判
断
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
帰
納
と

演
緯
と
い
う
考
え
を
後
退
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
と
関
連
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の
深
い
批
判
的
思
考
と
い
う
概
念
を
使
用
す
る
の
を
見
合
わ
せ
た

と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
よ
う
。
デ
ュ
ー
イ
が
批
判
的
思
考
を
使
用

し
な
く
な
っ
た
こ
と
が
意
図
的
で
あ
る
か
ど
う
か
も
含
め
て
、
こ

れ
ら
の
点
は
推
測
の
域
を
出
な
い
。
そ
こ
で
、
「
批
判
」
が
ど
の
よ

う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
、
、
、
曽
O
奏
寿
↓
巨
芽
、
，
以
外

の
文
献
に
お
い
て
さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
。

、
、
m
×
℃
⑳
エ
⑯
暮
Φ
鯉
コ
α
Z
黒
暮
⑪
凹
凹
に
お
け
る

「
批
判
（
o
葦
o
研
ヨ
）
」
の
意
味

　
デ
ユ
ー
イ
が
「
批
判
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
直
接
に
言
及
し
て

い
る
の
は
、
、
．
向
憎
艮
竃
8
竃
｛
岩
牡
員
⑫
、
、
（
『
経
験
と
自
然
』
一
に

お
い
て
で
あ
る
。
「
存
在
、
価
値
、
批
判
一
向
氏
黒
竃
o
p
ぎ
一
鳥
竃
｛

○
ユ
広
o
赤
冒
）
」
と
い
う
章
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

こ
の
書
に
お
い
て
デ
ュ
i
イ
は
、
価
値
に
つ
い
て
考
察
す
る
中
で

批
判
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
臼
。

　
「
価
値
は
価
値
で
あ
り
、
事
物
は
あ
る
本
質
的
な
質
を
直
接
に
持

っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
価
値
と
し
て
の
そ
れ
ら
に
つ
い
て
言

わ
れ
る
こ
と
は
何
も
な
く
、
そ
れ
ら
は
あ
る
が
ま
ま
で
あ
る
。
そ

れ
ら
に
つ
い
て
言
う
こ
と
の
で
き
る
の
は
、
そ
れ
ら
の
発
生
条
件

と
そ
れ
が
引
き
起
こ
す
結
果
に
つ
い
て
の
こ
と
で
あ
る
。
」
臼
と
い

う
記
述
は
、
デ
ュ
ー
イ
の
価
値
に
つ
い
て
の
考
え
方
の
特
徴
を
表

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
事
物
に
関
し
て
よ
い
も
の
で
あ
る

と
か
興
味
が
あ
る
と
い
っ
た
価
値
は
本
質
的
な
も
の
で
あ
る
の
で
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
何
も
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
そ
の

一
方
で
、
我
々
は
価
値
を
引
き
起
こ
す
条
件
と
、
そ
れ
が
ど
の
よ

う
な
結
果
を
引
き
起
こ
す
か
に
つ
い
て
は
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
、
「
歯
痛
が
お
さ
ま
る
こ
と
に
価
値
の
あ
る
人
は
、
そ
の
事

実
に
よ
っ
て
歯
科
に
行
く
こ
と
や
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
達
成
の
手

　
　
　
　
　
　
　
　
カ

段
に
価
値
を
見
出
す
」
臼
と
い
う
例
に
お
い
て
は
、
歯
科
に
行
く
こ

と
が
条
件
あ
る
い
は
手
段
で
あ
り
、
歯
痛
が
お
さ
ま
る
こ
と
が
結

果
お
よ
び
達
成
で
あ
る
。
こ
の
条
件
と
結
果
の
関
係
に
お
い
て
、

歯
科
に
行
く
こ
と
も
価
値
あ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
関
係
や
条
件
に
つ
い
て
考
え
る
手
続
き
の
こ
と
を
、

デ
ュ
ー
イ
は
批
判
一
冒
氏
9
ω
邑
と
呼
ぶ
。
デ
ュ
ー
イ
は
、
鑑
賞

（
憎
肩
①
〇
一
邑
8
）
や
趣
味
（
冨
9
①
）
と
区
別
し
な
が
ら
、
批
判
を

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
批
判
は
識
別
力
の
あ
る
一
g
ω
o
ユ
邑
轟
庄
握
）
判
断
で
あ
り
、
注

意
深
い
評
価
で
あ
る
。
そ
し
て
判
断
は
、
識
別
の
内
容
（
ω
亭
一
8
叶
■

8
津
け
撃
一
が
善
や
価
値
に
関
す
る
時
に
は
、
い
つ
で
も
適
切
に
批

　
　
　
　
　
　
　
㈱

判
と
呼
ば
れ
る
。
」

　
「
批
判
は
ど
の
よ
う
な
種
類
の
価
値
が
あ
る
の
か
を
見
よ
う
と
専
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念
す
る
時
に
、
い
つ
で
も
お
こ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ

は
、
価
値
対
象
を
熱
心
に
受
け
入
れ
た
り
そ
れ
に
夢
中
に
な
る
か

わ
り
に
、
そ
の
価
値
に
つ
い
て
の
わ
ず
か
の
疑
問
さ
え
取
り
上
げ

た
り
、
そ
の
将
来
の
可
能
性
の
一
時
的
な
評
価
に
よ
っ
て
我
々
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

感
覚
を
修
正
す
る
時
に
お
こ
る
の
で
あ
る
。
」
臼

　
こ
の
二
つ
の
記
述
か
ら
、
デ
ュ
i
イ
の
言
う
「
批
判
」
に
つ
い

て
次
の
よ
う
な
特
徴
が
見
出
せ
よ
う
。

　
第
一
は
、
批
判
と
は
判
断
お
よ
び
評
価
と
い
っ
た
側
面
を
持
つ
。

特
に
そ
の
内
容
は
、
善
や
価
値
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
事

物
に
対
し
て
善
や
価
値
を
見
出
す
時
、
そ
の
条
件
や
結
果
を
デ
ュ

ー
イ
は
重
視
し
た
。
そ
の
事
物
が
価
値
が
あ
る
か
な
い
か
を
、
さ

ら
に
分
析
的
に
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
判
断
や
評
価

は
印
象
や
思
い
こ
み
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
そ
札

が
な
ぜ
価
値
が
あ
る
か
に
つ
い
て
理
解
し
に
く
い
場
合
に
お
い
て

は
、
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

　
第
二
は
、
ど
の
よ
う
な
価
値
で
あ
る
の
か
を
識
別
す
る
と
い
う

点
で
あ
る
。
デ
ュ
ー
イ
は
「
善
の
所
有
と
享
受
（
①
昼
◎
＜
8
g
叶
）
は

少
し
ず
つ
、
か
つ
必
然
的
に
評
価
へ
と
進
ん
で
い
く
。
」
と
述
べ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

こ
の
過
程
を
知
的
探
究
（
庁
邑
一
釘
g
二
箏
慢
｛
q
）
胆
と
し
て
と
ら
え

る
。
す
な
わ
ち
あ
る
経
験
は
、
最
初
の
未
成
熟
な
う
ち
は
満
足
で

あ
り
楽
し
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
し
だ
い
に
反
省
に
よ
っ

て
、
問
題
へ
と
変
化
す
る
。
そ
れ
が
、
価
値
の
条
件
や
結
果
に
つ

い
て
の
考
察
、
す
な
わ
ち
批
判
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
デ
ュ

ー
イ
は
こ
れ
を
、
「
鑑
賞
か
ら
批
判
へ
の
移
行
㍉
と
呼
び
、
両
者

の
区
別
に
用
い
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
批
判
を
通
し
て
、
「
さ

ら
に
永
続
的
か
つ
広
範
囲
な
価
値
を
制
定
し
、
持
続
す
る
」
紅
こ
と

を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
三
は
、
価
値
に
関
す
る
疑
問
や
、
自
分
の
感
覚
の
修
正
と
い

う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
批
判
の
き
っ
か
け
（
契
機
一
と
も
言
え

る
べ
き
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
デ
ュ

ー
イ
は
価
値
を
永
遠
か
つ
普
遍
的
な
も
の
と
は
見
て
い
な
い
。
そ

れ
は
、
経
験
に
よ
る
条
件
お
よ
び
結
果
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
あ
る
価
値
に
対
し
て
疑
問
を
抱
い
た
り
、

自
分
の
持
っ
て
い
る
価
値
さ
え
修
正
す
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
も

そ
れ
は
、
い
つ
で
も
生
起
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
疑
問

お
よ
び
修
正
を
行
う
こ
と
が
、
デ
ュ
ー
イ
の
「
批
判
」
の
特
徴
の

一
つ
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
以
上
の
よ
う
な
「
批
判
」
の
意
味
は
、
批
判
的
思
考

に
お
け
る
「
批
判
」
と
比
較
し
て
、
ど
の
よ
う
な
共
通
点
が
あ
る

だ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
大
き
な
特
徴
は
、
判
断
お
よ
び
評
価
を
中

心
に
す
え
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
批
判
的
思
考
の
特
徴
の

一
つ
は
、
留
保
さ
れ
た
判
断
で
あ
っ
た
。
善
や
価
値
の
問
題
に
関
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し
て
も
、
そ
こ
で
の
判
断
や
評
価
は
、
と
も
す
る
と
安
易
に
受
け

入
れ
ら
れ
て
し
ま
い
が
ち
な
価
値
を
、
条
件
や
結
果
を
分
析
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
い
っ
そ
う
そ
の
価
値
を
明
確
に
す
る
と
い
う
点
で
、

留
保
さ
れ
た
判
断
と
共
通
す
る
意
味
合
い
が
強
い
。
さ
ら
に
、
判

断
に
お
い
て
何
を
考
え
れ
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
の
問
題
点
を
は
っ

き
り
さ
せ
る
こ
と
も
、
両
者
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

　
ま
た
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
「
批
判
」
と
い
う
語
感
に
も
っ
と
も

近
い
、
疑
い
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
教
条
的
、
ド
グ
マ
的

な
信
念
を
持
つ
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
他
者
あ
る
い
は
自
分
自

身
の
考
え
に
さ
え
疑
い
を
持
つ
と
い
う
姿
勢
は
、
批
判
的
思
考
の

重
要
な
要
素
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
、
、
向
憎
①
ユ
竃
O
①
竃
｛

岩
津
暮
Φ
、
．
に
お
い
て
も
価
値
に
関
す
る
疑
問
や
自
分
の
感
覚
の
修

正
と
い
う
点
で
、
批
判
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
い
わ
ば
、
批
判
的
な
態
度
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、

批
判
や
評
価
の
手
続
き
的
な
面
だ
け
で
な
く
、
こ
の
よ
う
な
態
度

的
な
面
に
お
い
て
も
両
者
の
共
通
点
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

、
．
向
憎
①
ユ
g
8
竃
μ
乞
牡
毒
①
、
、
に
お
け
る
批
判
の
意
味
は
、
価
値

の
問
題
に
隈
定
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
た
上
で

も
、
批
判
の
意
味
の
特
徴
を
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
ま
た
、
こ
の
書
が
発
行
さ
れ
た
一
九
二
五

年
の
時
点
に
お
い
て
も
、
デ
ュ
ー
イ
が
「
批
判
」
と
い
う
語
を
積

極
的
に
使
用
し
て
い
た
こ
と
の
表
れ
で
も
あ
る
。

五
　
お
わ
り
に

　
デ
ュ
ー
イ
に
お
い
て
は
、
反
省
的
思
考
に
つ
い
て
の
理
論
が
大

き
な
影
響
を
与
え
た
た
め
に
、
批
判
的
思
考
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ

ど
強
調
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
検
討
し

て
き
た
よ
う
に
そ
こ
に
は
、
H
暗
示
を
す
ぐ
に
受
け
入
れ
た
り
、

結
論
に
飛
躍
し
て
到
達
し
な
い
、
o
判
断
を
留
保
し
て
問
題
が
何

か
を
明
確
に
す
る
、
臼
帰
納
お
よ
び
演
緯
の
両
面
を
見
通
し
な
が

ら
推
理
す
る
、
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
デ
ュ
ー
イ
以
後
の
批
判
的
思
考
研
究
に
お
い
て
も
、

多
く
の
定
義
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
児
童
・
生
徒

の
批
判
的
思
考
能
力
を
測
定
す
る
た
め
の
テ
ス
ト
を
は
じ
め
て
開

発
し
た
グ
レ
イ
サ
ー
（
申
g
竃
撃
）
は
、
批
判
的
思
考
を
、
証
拠

や
結
論
に
照
ら
し
な
が
ら
信
念
や
知
識
を
吟
味
す
る
能
力
と
定
義

　
　
功

し
た
臼
。
ま
た
一
九
五
〇
年
代
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
ス
ミ
ス
（
ω
1

0
。
ω
邑
庄
）
は
「
あ
る
言
明
の
意
味
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
納

そ
れ
を
受
け
入
れ
る
か
拒
絶
す
る
か
を
決
定
す
る
こ
と
」
－
と
述
べ

て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
六
〇
年
代
か
ら
活
躍
し
、
今
日
に
お
い
て

も
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
エ
ニ
ス
（
印
甲
向
昌
色
の
定
義
は
、
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「
何
を
信
じ
、
何
を
す
る
か
の
決
定
に
焦
点
を
あ
て
た
、
合
理
的
な

反
省
的
思
考
」
臼
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
証
拠
の
活
用
お
よ
び
結

論
に
至
る
ま
で
の
吟
味
、
言
明
の
意
味
の
明
確
化
、
受
け
入
れ
ま

た
は
拒
絶
の
決
定
な
ど
の
点
で
、
デ
ュ
ー
イ
の
定
義
と
重
な
り
合

う
部
分
が
多
い
。

　
ま
た
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
楠
見
は
「
自
分
の
推
論
過

程
を
意
識
的
に
吟
味
す
る
反
省
的
な
思
考
で
あ
り
、
何
を
信
じ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

主
張
し
、
行
動
す
る
か
の
決
定
に
焦
点
を
あ
て
た
思
考
」
臼
と
定
義

す
る
。
さ
ら
に
、
批
判
的
思
考
と
い
う
語
を
直
接
用
い
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
苅
谷
は
自
ら
の
ア
メ
リ
カ
留
学
の
経
験
を
ふ
ま
え
て
、

「
あ
り
き
た
り
の
常
識
や
紋
切
り
型
の
考
え
方
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、

も
の
ご
と
を
考
え
て
い
く
方
法
」
お
よ
び
「
複
数
の
視
点
を
自
由

に
行
き
来
す
る
こ
と
で
、
一
つ
の
視
点
に
と
ら
わ
れ
な
い
相
対
化

の
思
考
法
」
を
「
複
眼
思
考
」
と
呼
ん
で
、
今
日
に
お
け
る
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
功

指
導
の
重
要
性
を
主
張
し
て
い
る
紅
。
こ
の
よ
う
に
デ
ュ
ー
イ
の

理
論
は
、
今
日
の
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
と
と
も
に
わ
が
国
に
お
け
る

批
判
的
思
考
論
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
だ
が
、
一
九
三
三
年
版
の
．
、
籟
○
峯
茅
H
巨
穿
、
，
に
お
い
て
は
、

デ
ュ
ー
イ
は
「
批
判
的
思
考
」
の
語
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
。
そ

も
そ
も
デ
ュ
ー
イ
が
批
判
的
思
考
と
い
う
言
葉
を
ど
れ
ほ
ど
意
識

し
て
使
用
し
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
な
ん
ら
か
の
理
由
か
ら
意

図
的
に
批
判
的
思
考
の
用
語
を
用
い
な
く
な
っ
た
の
か
は
定
か
で

は
な
い
が
、
「
批
判
」
の
意
味
自
体
を
多
様
に
定
義
し
て
い
た
こ
と

に
つ
い
て
も
本
研
究
で
は
考
察
し
た
。

　
デ
ュ
ー
イ
の
批
判
的
思
考
に
つ
い
て
の
言
及
は
、
本
研
究
で
取

り
上
げ
た
文
献
以
外
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
は
、
批

判
的
思
考
の
意
味
や
概
念
の
検
討
よ
り
も
、
杜
会
お
よ
び
教
育
に

関
す
る
考
察
の
中
で
、
児
童
・
生
徒
さ
ら
に
は
市
民
に
対
し
て
批

判
的
思
考
を
育
成
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
中
心
に
論
じ
て
い
る
。

例
え
ば
、
、
、
↓
ぼ
序
8
プ
撃
竃
｛
繧
ω
き
『
巨
，
，
に
お
け
る
、
マ
ス
コ

ミ
の
報
遭
に
対
し
て
批
判
的
な
識
別
力
を
つ
け
る
こ
と
の
強
調
や
、

．
、
向
旨
8
戌
竃
轟
勺
o
－
ま
8
、
、
に
お
け
る
、
政
治
の
問
題
に
対
し
て

批
判
的
な
眼
を
持
つ
よ
う
に
教
育
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
が

そ
れ
で
あ
る
押
こ
れ
ら
の
検
討
を
含
め
て
、
デ
ュ
ー
イ
の
思
想

全
体
に
お
い
て
批
判
的
思
考
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
の
か
を
さ
ら
に
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
課
題
で
あ

る
。

注
ω
　
ア
メ
リ
カ
の
批
判
的
思
考
研
究
に
お
い
て
デ
ュ
i
イ
に
言
及

　
し
て
い
る
文
献
と
し
て
、
例
え
ば
次
の
も
の
が
あ
る
。
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．
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．
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．
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介
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．
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．
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介
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①
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．
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曽
§
§
§
ぎ
沖
O
P
津
．
も
O
．
H
｛

　
］
U
①
奉
Φ
■
－
（
岩
ω
ω
）
．
、
．
饒
◎
峯
事
弓
圧
箏
汗
．
、
、
○
p
o
｛
ゴ
p
H
曽
．

口
①
秦
己
．
ρ
胃
〇
一
．
蟹
§
薫
§
ぎ
や
ま
μ
も
．
べ
．

U
婁
①
己
．
冨
ω
ω
一
．
、
、
饒
婁
寿
畠
ぎ
汗
．
，
婁
戸
P
H
H
①
1

　
o
①
峯
⑦
宗
－
（
H
胃
○
）
．
曽
§
§
§
ぎ
帝
♂
己
．
も
．
H
ω
．

　
｛
げ
｛
｛
．
｝
り
．
H
O
O
o
．

　
ぎ
巳
二
り
一
N
①
一

　
♂
己
J
p
心
o
⑩
一

　
庁
巳
一
一
p
H
ω
一

　
♂
巳
．
一
p
H
O
o
◎
一

一
∪
署
⑦
己
．
ρ
8
ω
一
．
．
、
曽
毒
寿
皇
ぎ
汗
，
．
O
P
O
芦
P
旨
ω
．
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○
婁
9
－
ρ
胃
〇
一
－
雷
§
§
§
“
導
O
P
O
戸
P
べ
紅
．

　
｛
一
U
巳
．

　
♂
己
．
も
．
ミ
．

　
｛
び
｝
μ
．
、
O
り
．
べ
①
I
O
O
O
．

　
｛
ぴ
｛
μ
．
－
り
1
0
0
0
．

　
♂
巳
．
も
1
o
o
ド

　
8
巳
．
ら
．
お
．

　
O
①
奉
撃
－
（
H
①
ω
ω
）
．
、
．
饒
○
奉
寿
弓
巨
芽
．
、
、
○
P
鼻
1
も
．
竃
ω
．

　
o
①
オ
昌
－
一
H
胃
○
）
．
夢
§
§
§
“
導
8
l
o
汗
り
．
8
．

　
ま
巳
．
も
．
岩
o
o
．

○
婁
昌
－
冨
ω
串
、
、
饒
婁
泰
冒
一
寿
、
8
．
O
汗
冒
S
H
－
S
N
1

　
旨
巳
1
も
．
S
H
1

　
｛
σ
－
｛
．
－
り
．
N
O
H
．

　
｛
一
U
巳
1
も
1
緕
N
P
墨
ω
．

　
佐
々
木
俊
介
（
一
九
八
七
）
．
「
新
・
旧
籟
O
考
寿
↓
巨
津
の

比
較
考
察
－
質
的
思
考
理
論
か
ら
見
た
ー
」
．
前
掲
書
、
一
五

頁
．　

同
上
書
、
一
六
頁
．

　
質
的
思
考
理
論
を
考
察
し
た
佐
々
木
の
研
究
に
つ
い
て
は
、

次
の
文
献
が
あ
る
。

　
佐
々
木
俊
介
二
九
六
四
）
．
「
質
的
思
考
理
論
に
お
け
る
質

　
の
性
格
」
．
『
日
本
デ
ュ
i
イ
学
会
紀
要
』
、
第
五
号
、
二
四
∴
二

　
〇
頁
．

　
　
佐
々
木
俊
介
一
一
九
六
五
）
．
「
質
的
思
考
と
自
然
科
学
」
．

　
『
日
本
デ
ュ
ー
イ
学
会
紀
要
』
、
第
六
号
、
四
二
－
四
七
頁
．

㈱
　
こ
の
書
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
翻
訳
の
他
に
、
最
近
次
の
翻

　
訳
書
が
刊
行
さ
れ
た
。

　
　
河
村
望
（
訳
）
（
一
九
九
七
）
．
『
経
験
と
自
然
（
デ
ュ
ー
イ
n

　
ミ
ー
ド
著
作
集
四
）
』
．
人
間
の
科
学
社
．

　
　
ま
た
、
価
値
と
批
判
に
つ
い
て
考
察
し
た
研
究
に
は
、
次
の

　
文
献
が
あ
る
。

　
　
木
下
涼
一
（
一
九
八
五
）
．
『
デ
ュ
ー
イ
教
育
学
へ
の
接
近
』
．

　
明
治
図
青
特
に
、
第
二
章
第
三
節
「
感
得
と
批
判
」
（
六
〇
－

　
六
四
頁
一
．

　
　
峰
島
旭
雄
（
一
九
七
三
）
．
「
デ
ュ
ー
イ
に
お
け
る
価
値
の
概

　
念
－
『
経
験
と
自
然
』
第
十
章
を
手
が
か
り
と
し
て
1
」
．
『
日

　
本
デ
ュ
ー
イ
学
会
紀
要
』
、
第
一
四
号
、
二
二
－
二
一
五
頁
．

　
　
斎
藤
勉
一
一
九
八
○
）
．
『
デ
ュ
…
イ
の
教
育
的
価
値
論
』
．
福

　
村
出
版
．

㈱
一
∪
①
考
g
－
（
↑
8
㎝
）
．
、
、
同
僧
＆
雪
8
竃
｛
オ
牡
暮
①
．
、
、
ヲ
さ
ぎ

　
b
雨
§
§
『
ざ
ト
ミ
ミ
§
碁
■
H
竃
㎝
山
⑩
艶
一
く
σ
巨
8
①
H
μ
竃
“

　
①
撃
＆
げ
二
．
＞
』
◎
芭
9
8
一
P
N
弩
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θ
己
．

　
♂
巳
．
一
P
～
①
O
O
．

　
♂
巳
．
も
』
8
1

　
旨
巳
－
一
P
N
①
O
O
．

　
－
一
U
巳
1

　
－
げ
｛
｛
．
｝
り
．
ω
O
～
．

　
g
麸
g
向
．
（
H
澤
H
∀
ト
§
寒
ミ
“
§
§
“
ぎ
き
雨
b
§
“
喜
§
§
“
県

Q
嵩
§
N
§
ぎ
蓄
嘗
ω
勺
轟
ω
ω
も
．
①
．

　
ω
昌
降
F
ω
．
O
．
（
H
⑩
α
ω
）
．
、
、
H
｝
①
H
8
り
『
o
く
Φ
ヨ
①
⇔
叶
◎
｛
O
ユ
庄
o
巴

↓
巨
芽
庄
㌍
，
，
蓄
亀
§
黒
§
§
ぎ
さ
ω
○
（
㎝
）
も
．
H
ω
9

　
向
昌
川
ω
一
印
籟
．
（
H
①
o
o
べ
∀
、
、
＞
家
o
⇔
0
8
＜
o
沽
O
ユ
饒
o
邑
↓
｝
｛
芽
｛
⇔
ぴ
q

9
名
O
ω
氏
◎
畠
曽
μ
ぎ
岸
一
Φ
ω
．
，
、
庁
冒
§
ぎ
亀
§
ぎ
鳶
萎
一

§
§
ミ
§
、
、
§
導
§
①
津
＆
げ
＜
霊
8
P
－
ω
』
邑
O
O
詰
昌
－

び
⑦
『
㎝
Q
｝
刻
．
－
一
事
饒
．
『
『
①
⑯
冒
p
o
箏
ρ
P
μ
O
o
S
り
φ
目
メ
P
H
0
1

　
楠
見
孝
（
一
九
九
六
）
．
「
帰
納
的
推
論
と
批
判
的
思
考
」
．
市

川
伸
一
（
編
）
．
『
認
知
心
理
学
』
第
四
巻
、
東
京
大
学
出
版
会
、

五
一
頁
．

　
苅
谷
剛
彦
（
一
九
九
六
）
．
『
知
的
複
眼
思
考
法
』
．
講
談
社
、

一
七
頁
．

　
U
撃
昌
－
冨
壁
．
、
、
冒
①
宗
弩
ぽ
二
邑
繧
ω
き
ユ
P
、
、
ぎ
－

一
∪
署
員
ρ
⑩
室
．
ぎ
§
§
県
寒
§
勺
堅
○
ω
O
冨
一
邑
ご
げ
S
鼻

　
署
．
べ
○
－
O
．
N
．
一
杉
浦
宏
、
田
浦
武
雄
（
編
訳
一
一
一
九
七
六
）
．
『
人

　
間
の
問
題
』
．
明
治
図
書
、
七
五
－
八
六
頁
．
）

　
　
一
∪
婁
鼻
－
ρ
竃
ジ
、
．
畠
9
邑
竃
男
勺
O
豪
O
ω
．
、
、
一
巳
．
霊
巨
胃

一
①
e
ρ
虐
〇
一
．
寒
§
ぎ
§
§
雪
ρ
巾
勺
鼻
墨
冒
、
ω
ω
§
9
君
．

　
旨
べ
山
①
ω
・
（
杉
浦
宏
、
石
田
理
一
訳
）
一
一
九
七
四
）
．
『
今
日
の

　
教
育
』
．
明
治
図
書
、
一
〇
〇
－
一
〇
六
頁
．
）

　
　
ま
た
、
こ
の
点
に
つ
い
て
「
教
養
」
と
い
う
観
点
か
ら
検
討

　
し
た
研
究
と
し
て
、
次
の
文
献
が
あ
る
。

小
柳
正
司
（
一
九
八
○
）
．
「
J
・
デ
ュ
ー
イ
の
『
教
養
一
〇
鼻
膏
①
一
』

　
論
l
H
邑
易
叶
『
邑
げ
冒
と
新
し
い
『
教
養
』
論
－
」
．
『
日
本
デ
ュ

　
ー
イ
学
会
紀
要
』
、
第
二
一
号
、
七
－
二
一
頁
．
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